
■調査結果及び考察

①地質構成は以下の3層から構成されている。
・0～3.5ｍ 崩積土 （平均Ｎ値:11.3）
・3.5～11.5ｍ 土石流堆積物 （平均Ｎ値:13.8）
・11.5ｍ以下 風化凝灰角礫岩 （平均Ｎ値:17.0）

②姨捨土石流堆積物は、直径30㎝以上の玉石を多く含む、
極めて不均質な土砂である。

③過去の調査資料なども考慮すると、深度11.5ｍで確認さ
れた岩は基盤岩ではなく、礫の1つである可能性が高い。

④地下水位は土石流堆積物層の9.5ｍ付近と想定される。
⑤この地点での道路計画は⾧大切土となるため、法面崩壊
に十分留意しリスクを低減させる「法面勾配」や「対策
工法」を検討する必要がある。
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①ボーリング調査結果
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Ｌ＝13ｍ 調査状況写真



・姨捨スマートＩＣ周辺は、「姨捨土石流堆積物」が主体となる中、「地すべり崩土」が多くを占めている。
・アクセス道路整備による地形改変や、構造物による荷重・除荷により地すべりが活動し、周辺環境（民家、高速道路、河川、湧水等）に多大な影響
を及ぼすリスクがあるため、各エリアごとのリスクを把握したうえで、慎重な対策検討が必要。

・今後は、地質的課題の大きい北側エリアの「地すべりＦブロック」において調査ボーリングを実施し、すべり面や地下水の詳細を把握するとともに、
地形変動に伴う地すべりの安定性低下及び対応方針の検討を行う。
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②姨捨スマートＩＣ周辺の地質状況
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37 スギ林
直立しており変位の痕はなし

36 側方崖 35 地すべり内部の段差 34 桜清水
地すべり内部の湧水

33 地すべり末端

24 側方崖

25 地すべり頭部平坦面

S55年Br-No4
32 集水井③

29 集水井②

26 側方崖
【7.地すべりＧブロック内での盛土】
対策はされておらず、比較的不安定な地すべりと考えられる。末端部には上信越道の
橋脚があるため、活動した場合のリスクは大きく、また、桜清水が木枯れするリスク
もある。当該ブロックの規模に対し盛土の規模も大きく、地すべり対策について検討
が必要である。
⇒地質リスクの検討

23 切土箇所 S55年Br-No3

28 集水井①

22 盛土箇所

19 目立った変状なし

18 目立った変状なし

17 目立った変状なし

16 スリットダム
39 桜清水が位置する斜面の源頭部
地形改変・ため池などは特にみられない

14 地すべりＡブロックの土質
ルーズな砂質シルトで含水高い

15 地すべり側方崖
高さ3m程度の段差あり

13 土留工（フトンカゴ工）
高さ60㎝×2＝1.2mの対策工

【3.地すべりＡブロック内での切土】
NEXCOにより地下水排除工が施工されており、比較的安定し
た地すべりと考えられる。地すべりの規模に対し切土は小さ
いため、ブロック全体の不安定化リスクも小さいと考えられ
るが、姨捨SICもあり適切な検討が必要である。
なお、地すべり地内であり法面の小崩壊についても、検討が
必要である。
⇒地質リスクの検討

⑩ため池
遮水シートで地下への浸透を防止

9 姨捨土石流堆積物

【2.姨捨土石流堆積物の切土】
地山が極めて不均質であることから、地山特性に応じた切土勾配
もしくは法面対策工の必要性について検討が必要である。
⇒地質調査・工法検討

8 切土法面（無対策）
切土高約10m 勾配1:1.2 切土高約5m 勾配1:1.0

7 切土法面（無対策）

切土高約15m 勾配1:0.8

6 切土法面（法枠工）

【1.姨捨土石流堆積物上の補強土擁壁】
地山が極めて不均質であることを踏まえ、
補強土擁壁の支持層及び基礎形式について
検討が必要である。
⇒地質調査・工法検討

1 姨捨土石流堆積物

3 地すべり滑落崖

10 地すべり側方崖

切土高約15m 勾配1:1.2

12 切土法面（法枠工・地下水排除工）

11 集水井（径4m） 4 地すべり側方崖

2 地すべり側方崖

5 ブロック積み擁壁
亀裂が形成

【4.地すべりＡブロック上の補強土壁】
地山が極めて不均質であることを踏まえ、補強土擁壁の支持層
及び基礎形式について検討が必要である。
⇒地質調査・工法検討

【5.集水地形上の盛土】
集水地形を呈し崖錐堆積物が分布していることを踏まえ、谷止め盛土としての
基礎地盤の安定性及び盛土材の排水に留意した検討が必要である。
⇒地質調査・工法検討

38 側方崖

22 崖錐堆積物

27 切土法面（グラウンドアンカー工）
地すべりＦブロックへの対策

【6.地すべりＦブロック内での切土】
地すべりＦブロック内には民家があり、末端は⾧野自動車道があり、地すべりが活動した場合のリスクは極めて大きい。
NEXCOによって、地すべり対策（グラウンドアンカー工、地下水排除工）が実施されている。
当該ブロックの規模に対し切土の規模も大きく、地すべり対策について検討が必要である。
⇒地質リスクの検討

30 受圧盤
箇所によって大きさが異なる

33 水抜きボーリング

21 目立った変状なし

20 目立った変状なし


